
東静岡駅地区市有地の利活用検討状況 

 

１．検討状況 

 東静岡駅地区市有地の利活用は、東静岡だけではなく市全体の発展にとって最重要の事業

であるため、「衆知を集める」ための取組を行い、市全体の長期計画である第３次総合計画

に位置づけ検討を行っていく。 

 

２．取組状況 

「東静岡周辺地区市有地等利活用プラン提案コンペ」の実施 

平成24年11月 
目的：整備方針の検討にあたり、市有地の可能性を充分に活かし、本市の魅力を更

に高めるため、専門家、市民の皆さんから幅広くアイデア募集を行った。 

概要：「文化の発信」、「賑わいの創出」、「防災機能の強化」をキーワードに利活用策

の募集を行い、全国の専門家、学生から 31 作品の提案があった。 

「東静岡周辺地区市有地活用オープンハウス」の実施 

平成 25 年５月 

目的：整備方針の検討にあたり、多くの市民の皆さんに関心を持っていただくとと

もに、検討に参加していただくため、コンペにおいて提案のあった作品を展

示し、市民意見を伺った。 

概要：静岡中心市街地、東静岡商業施設の２か所にて 10 日間実施。 

スポーツ機能や公園、広場を望む意見や事業費を考慮すべきといった意見が

あった。 

第３次静岡市総合計画パブリックコメントの実施 

平成 26 年９月 ・人々が訪れてみたいと憧れを抱く個性あるまちづくりの推進 

東静岡地区において、県有地との一体的な活用を図るなど静岡県と連携し、賑わ

いと交流の核となる文化・スポーツの殿堂の整備を目指します。 

 

※参考 

平成 26 年５月 
「東静岡駅地区市有地への多目的アリーナ建設についての要望書」 

（静岡市体育協会） 

平成 26 年７月 「新スタジアム建設に係る要望書」（清水エスパルス） 

平成 26 年７月 「東静岡地域のスタジアム建設等の要望」（静岡市サッカー協会） 
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